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ドラ先生の独り言　はじめに

はじめに

　昭和55年3月に新潟大学医学部を卒業して以来、“大

学で腎臓病の研究をする”との考えできた私が、大学を

辞して個人医院を開くことにした理由はいくつか挙げら

れます。

　まず第一に、平成7年4月に福井医科大学（現：福井大

学医学部）に転任してから後の単身赴任生活8年間に2人

の息子と妻に対して父親あるいは夫としての責務を十分

果たしてきたかとの反省であり、まだ、これからでもそ

の責務を果たすのには遅くないとの思いでした。次い

で、国立大学の独立行政法人化の問題も含め、今後の日

本の社会（大学）の動向を考えたとき、自分の能力を十

分出し切った人生として、後悔しないのかとの自問自答

の結論と、文部科学省の方針に従って大学生活を送るこ

とに対する疑問でした。しかし、最大の理由は、日本人

ドラ先生の独り言
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男性の平均寿命が私達の世代では、約80歳前半になる予

測があり、定年で大学を辞した後、約20～30年間を社会

的使命を担いながら、生き甲斐を持ちつつ、自己責任の

もと一生医師として行くことができる状況を築くことが

重要と“悟りをひらいた”結果です。

　現在32名のスタッフが医療業務をこなしていますが、

経営者になって初めて、雇用される立場と雇用する立場

の違いを理解することができました。今までは、研修

医、大学病院の医員・文部（科学）省教官（助手・助教

授）・学校医、出張病院の勤務医あるいはアルバイト先

のパート医として雇用される側の気持ちや都合しか分か

りませんでしたが、開院して初めて雇用者側の意識を実

感しています。少なくとも、この違いが体験できただけ

でも、開院した価値があると思っています。

　大学での研究生活をしていた時は、自分の研究成果を

一流の医学雑誌に載せることで自らの研究の価値を知る

ことができました。また、そのことは、無言ではありま

すが、周囲の批判に対する学問的な反論と考えていまし

た。しかし、個人医院を開いてからは、診療・医院の経
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ドラ先生の独り言　はじめに

営・介護保険の審査委員・学校医・医師会業務そして学

会出張など仕事に追われて、自分自身を客観的に見つめ

る時間が取れなくなり、さらに、院長という立場から批

判・忠告・アドバイスなどが直接的に耳に入らないよう

になりました。このような状況の中で、つねに自分を省

みる気持ちを持ち続けるために、開院からちょうど10年

を経過した頃から、医療を含めた社会情勢の趨勢や身の

回りで起こることに対する考え方や思いを発信し世に問

うことにより、自分の立ち位置を確認したい気持ちに駆

られるようになりました。

町医者として日常の診療の中で感じたことや疑問に思う

こと、さらには周囲で起こる様々な出来事について独り

言をつぶやきます。どうぞ、ご自身の感性で一瞬でも感

動や共鳴を感じていただければ、この本を著した意義が

示されて望外の喜びです。

　　　　　平成27年春　夜間透析診療中の医局にて
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追記：

　“ドラ”は学生時代からのニックネームでしたが、同

級生同士で麻雀を覚えた当初、ドラが7つもつくことが

頻回にあったためドラエモンと命名されたのが由来で

す。大学の医局へ入局後も、どういう経路で伝わったの

か今でも不明ですが、先輩医師と同期から“ドラ”、

“ドラちゃん”、“ドラエモン”そして病棟看護師（当

時は看護婦）の皆さんからは“ドラ先生”と親しみを込

めて呼ばれることがありました。
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続・ドラ先生の独り言　はじめに

はじめに

　平成14年11月から大学医学部を辞して個人クリニック

を開院することになり、地域医療や医院の経営などに忙

殺されてきました。そのため、医療を含めた社会情勢の

趨勢や身の回りで起こることに対する考え方や思いを発

信し世に問うことにより、自分の立ち位置を確認したい

気持ちに駆られるようになり、平成27年に「ドラ先生の

独り言」を出版しました。

　その後も、折に触れて心に感じることがあると、エッ

セイとして書き溜めてきました。既に書き終えた文章の

内容をいくつも読み続けていくうちに、自分は“なぜ、

このようなエッセイを書いているのか？”との疑問が湧

いてきました。

　私は、開院してからは朝の診療開始前にシャワーを浴

びることが習慣となっていますが、シャワーを浴びてい

続・
ドラ先生の独り言
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る間は、無心の状態になることがあり、突然に頭の中に

漠然とした考えが閃くことがあります。先日、朝のシャ

ワーを浴びていた最中に、“自分がエッセイを書き続け

ている理由は、自分探しをしているのでは”との考えが

浮かびました。

　自分の書いた様々なテーマの文章の内容を詳細に読ん

でみていくと、自分の考え方、物事の捉え方、感性を感

じることに、改めて気付かされました。

　“続・ドラ先生の独り言”は、ある意味「自分は何者

なのか」あるいは「自分はこういう考え方をする人間な

のか」に対する答えを求めた、“自分探しの旅”なのか

もしれません。

　どうぞ、ご自身の感性で一瞬でも感動や共鳴を感じて

いただければ、この本を著した意義が示されて望外の喜

びです。

　　　　　平成30年秋　夜間透析診療中の医局にて
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続々・ドラ先生の独り言　はじめに

はじめに

　平成14年11月から大学医学部を辞して個人クリニック

を開院することになり、医療を含めた社会情勢の趨勢や

身の回りで起こることに対する考え方や思いを発信し世

に問うことにより、自分の立ち位置を確認したい気持ち

に駆られるようになり、平成27年に「ドラ先生の独り

言」を出版しました。

　その後、「自分は何者なのか」あるいは「自分はこう

いう考え方をする人間なのか」に対する答えを求めた、

“自分探しの旅”として、「続・ドラ先生の独り言」 

を出版しました。

　平成の後、徳仁（第126代天皇）が即位して、大化以

降248番目の元号「令和」が2019年5月1日から始まって

間もない頃から、新型コロナウィルス感染症が世界中に

大流行して令和２年10月には世界の感染者数が4000万人

続々・
ドラ先生の独り言
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を超える状況となり、今までの生活環境が大きく変化を

遂げつつあります。

　これらの“大きな歴史のうねり”に呑み込まれない

で、自分自身の立ち位置を確認するためにも、このたび

「続々・ドラ先生の独り言」を出版することにしまし

た。

　どうぞ、ご自身の感性で一瞬でも感動や共鳴を感じて

いただければ、この本を著した意義が示されて望外の喜

びです。

　　　　　令和2年秋　夜間透析診療中の医局にて
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人生・生き方についての独り言　

過去を忘れた者は自分を知ることができない

　昭和64（1989）年1月7日、昭和天皇陛下の崩御に伴

い、小渕恵三官房長官が「新しい元号は、平成です」と

発表して、翌日の１月８日から「平成」時代が始まりま

した。

　元号は、前漢の武帝が始めたもので、日本で元号が用

いられるようになったのは、皇極天皇４年（645年）の

乙巳（いつし）の変で即位した孝徳天皇が「大化」の元

号を定めたことが最初です。その後、元号の採用は断続

的でしたが、文武天皇5年（701年）に「大宝」を元号と

してから、今日まで途切れることなく元号が定められて

きており、その数は「大化」以降「平成」まで247にな

ります。元号は、天皇の代替わりのほかに、戦乱、飢

饉、疫病の流行、大地震などの転変地異の時に改元され

てきましたが、それには、そうした厄災を断ち切り、人

過去を忘れた者は自分を知ることができない
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心を一新して新しい時代を開きたいとの歴代の天皇の思

いが窺われます。明治になると、元号は明・清朝にな

らって、「一世一元」となりました。

　「内平らかに外成る」（史記）、「地平らかに天成

る」（書経）との中国古典を出典に、“平成”時代が誕

生して31年になりますが、この間に、世界で、国内で、

様々な事象が起こりました。

　平成元年、すなわち1989年は、ベルリンの壁が壊さ

れ、米ソ間で「冷戦終結」宣言がなされた年であり、わ

が国においては竹下登首相が、不評な消費税法案を成立

させたもののリクルート事件で首相自身の疑惑が浮上し

て、国民の政治不信を招いたとして辞任に追い込まれた

年でした。

　平成時代の始まりは、まさにこのような世界状況の大

変化と、国内では政治腐敗の深刻化でした。

　平成の時代は、社会的にはインターネットの普及やグ

ローバル化などで代表されますが、各人各様の評価や思

いがあると思います。

　平成30年12月20日、天皇陛下のお誕生日に際しては、
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人生・生き方についての独り言　

記者会見でのお言葉として、“心に残ること”として以

下のようなお言葉がありました。

　「次に心に残るのは災害のことです。平成3年の雲

仙・普賢岳の噴火、平成5年の北海道南西沖地震と奥尻

島の津波被害に始まり、平成7年の阪神・淡路大震災、

平成23年の東日本大震災など数多くの災害が起こり、

多くの人命が失われ、数知れぬ人々が被害を受けたこと

に言葉に尽くせぬ悲しみを覚えます。ただ、その中で、

人々の間にボランティア活動を始め様々な助け合いの気

持ちが育まれ、防災に対する意識と対応が高まってきた

ことには勇気付けられます。また、災害が発生した時に

規律正しく対応する人々の姿には、いつも心を打たれて

います。」

　阪神・淡路大震災では、近代技術により建設された都

市が、大地震により脆くも崩壊される現実を突きつけら

れ、東日本大震災では、それらに加えて、原子力を制御

することの難しさを思い知らされました。さらに、近年

多発する大雨による山崩れ・洪水などにより、科学技術

の進歩により自然を改造・支配することができる、とい
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う人類の幻想が打ち砕かれることになりました。

　平成31年1月4日、安倍晋三首相は年頭記者会見におい

て、5月1日の皇太子さまの新天皇即位に伴って改める新

元号について「国民生活への影響を最小限に抑える観点

から、先立って4月1日に発表する」と表明しました。4

月1日に改元政令を閣議決定して、平成の天皇陛下が速

やかに公布され、5月1日の新天皇即位と同時に改元する

ことになります。

　まもなく、「平成」は“過去”となります。過去とは

（つまり歴史とは）、私たちが経験あるいは通過してき

た場所あるいは故郷と言い換えられます。このような過

去を忘れた、あるいは、無視する人は、現在を的確に判

断することも、将来を見通すこともできないと思いま

す。さらに、自分が本当にどのような人間なのか、判る

筈はないのです。そして、同時に、過去も歴史も消えて

しまうことはないのです。私たちは、悩んだとき、将来

を考えるときには、振り返って「そこ」に戻ることも必

要なのかも知れません。

（2019年1月）
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人生・生き方についての独り言　

日本人が愛してやまない桜とお花見

　今年も、上野恩賜公園から、お花見の場所取りの模様

がテレビで中継されています。画面の中には日本人のみ

ならず、桜の花に魅せられた多くの外国人旅行者の姿が

映し出されています。

　桜の品種はさまざまですが、観賞用として植えられて

いる桜の多くは、ソメイヨシノです。

日本列島は南北に長いことから、1月下旬の沖縄を皮切

りに、5月に見頃となる北海道の桜まで、桜前線が約5ヶ

月かけて縦断して行きます。

　“桜”に関する最古の記述は、「古事記」に書かれて

いる、富士山の守護神とされて美しく短命な「木花之佐

久夜昆売（このはなさくやひめ）」とされていますが、

奈良時代に編纂された「万葉集」には、“桜”という言

葉がはっきりと登場してきます。

日本人が愛してやまない桜とお花見
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　「さくら」の語源には諸説あり、動詞「咲く」に接尾

語「ら」が付いて、名詞になったという説、あるいは、

奈良時代から「さくら」は信仰や占いのために植えられ

ることが多く、「さ」は耕作を意味する古語「さ」、も

しくは「神霊」を意味する「さ」を表し、「くら」は神

様の座る場所を表すという説もあります。

　桜は稲作神事においても重要な役割を果たしており、

昔の人たちは桜の開花の頃合で、田植えの時期を決めて

いたようです。

　“お花見”という日本独特の文化は、奈良時代の貴族

の行事が始まりと言われています。奈良時代までは、花

見と言えば中国から伝来した「梅」が観賞されていまし

た。

　記録に残る花見の最も古い文献は「日本後記」であ

り、812年（弘仁3年）に嵯峨天皇が観桜会「花宴の節

（せち）」を催したとの記述があります。831年（天長8

年）からは宮中で天皇主催の花見の宴が毎年行われるよ

うになり、その様子は源氏物語「花宴（はなのえん）」

にも描かれています。
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人生・生き方についての独り言　

　鎌倉・室町時代には、貴族の花見の風習が武士階級に

も広がり、織豊期には野外に出て花見をするようになり

ました。この時期に行われた大規模な花見としては、豊

臣秀吉が催した「吉野の花見（1594年）」や「醍醐の花

見（1598年）」が有名ですが、庶民に花見の風習が広く

行き渡ったのは、江戸時代と言われています。秀吉は大

の桜好きであり、吉野の花見には徳川家康、前田利家や

伊達政宗といった歴戦の武将らを招き、醍醐の花見の際

には全国から名産品や甘物が集められて、花見団子も振

舞われました。現在も行われているような、宴会を行い

ながらの花見や花見団子は、これがきっかけで根付いた

と考えられています。

　“桜”の言葉が入った歌詞で、思い浮かぶのが「同期

の桜」です。この歌は、多くの日本人が知っている軍歌

で、最近はあまり聞く機会は少なくなりましたが、以前

は宴会やコンパでよく歌われて、現在の「同期生」とい

う言葉は、この歌が転じて生まれました。

　「同期の桜」の原曲は、昭和13年に発表された、西條

八十の作詞の「戦友の唄（二輪の桜）」と言われていま


